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高
緯
度
地
方
に
於
け
る
溫
床
養
苗 

並
に
其
の
効
果
に
就
て 

' 

• 

原

田
 

泰

、

• 

丸 

山 

光 

矣 

緖 

ーー目
 

I
 

ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ツ
を
始
め
其
の
他
の
高
緯
度
地
方
の
造
林
樹
種
の
養
成
に
對
し
て
、
そ
の
山
出
に
到
る
ま
で
の
養
成
の
年
限
を
短
縮
し
、
且 

つ
優
良
苗
を
得
ん
と
す
る
曹
な
る
養
苗
上
の
硏
究
、
考
察
が
試
み
ら
れ
て
る
。
而
し
高
緯
度
地
方
に
於
て
常
に
不
足
勝
な
る
環
境
因
子
の
重
要
な 

一
っ
と
し
て
、
養
成
讥
間
の
溫
熱
に
關
し
て
者
慮
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
勿
論
そ
灯
に
は
植
生
期
間
の
溫
熱
と
か
積
算
又
は
平
均
氣
溫
と
か
、
冬 

明
川
に
於
け
る
極
襄
の
影
響
等
が
樹
碰
の
異
る
に
從
っ
て
、
各
個
に
考
慮
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
圃
上
に
於
け
る
稚
苗
の
發
芽
生
育
に
對
し
て
は 

太
陽
熱
を
調
節
し
利
用
す
る
こ
と
も
必
要
な
事
で
あ
る
。
此
の
た
め
に
は
當
然
溫
床
に
關
し
て
考
慮
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。 

•

來
こ
髭
孕
切
の
長
期
に
亘
る
化
海
道
、
東
北
各
地
方
の
如
き
は
、
雪
中
を
利
用
し
て
此
の
期
間
に
發
芽
生
育
を
促
進
せ
し
む
る
こ
と
を
考
應
す
る 

と
き
は
、
養
成
期
間
の
長
い
ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ッ
等
の
宿
命
的
な
養
成
法
に
對
し
て
打
開
の
途
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
一
っ
と
し
て 

溫
床
養
苗
法
を
試
み
た
。
そ
・
の
結
果
は
發
熱
物
を
入
れ
た
場
合
は
勿
論
、
 

こ
れ
を
缺
い
た
場
食
所
謂
冷
床
に
あ
つ
て
も
、
從
來
の
終
成
法
よ
り
優 

れ
た
苗
木
を
よ
り
短
期
間
に
生
產
し
得
る
事
の
示
唆
を
得
た
の
で
、
玆
に
二
、
三
の
實
驗
結
果
に
就
て
申
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。 

尙
本
編
取
飆
め
に
當
り
て
は
中
村
埸
長
の
校
關
を
得
、
 

柳
澤
聰
雄
氏
の
助
力
を
得
た
處
が
多
い
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。 

ー
、
試

驗

方

法
 

、
 

- 

木
框
を
用
ひ
巾
ー
米
、
長
さ
ー
米
又
は
二
米
、
髙
さ
地
上
よ
り
南
側
三
五
極
、
北
側
二
〇
極
と
し
、
材
は
概
松
正
六
分
乃
至
八
分
二
等
品
を
使
用 

し
、

ー
米
の
も
の
は
框
の
上
面
中
間
に
桟
木
を
置
き
障
子
受
け
と
し
・
た
。

障
子
の
大
さ
は
執
れ
も
ー
米
平
方
と
し
て
、
硝

子

學

、
 

紙
障
子
、
寒
冷
紗
障
子
等
を
使
用
し
て
見
た
。
(

尙
室
內
に
於
て
紙
テ
ン
ト
を
用
ひ
恒

テント 比較鉢

月日
內糜 內蒸發

址Gr 飛Gr

6.13 29.0 60.5

17 11.0 26.0

18 19.5 58.0

19 22.0 50.0

20 17.5 41.5

23 15.0 37.0

24 18.0 41.0

37 20.5 58.5

28 20.5 42.5

29 20.5 41.0

30 25.0 43.0

合計 218.5 499.0

平均 19.86 44.45

徊
八
寸
の
素
燒
鉢
に
播
種
し
た
も
の
を
被
覆
し
た
も
の
と
比
較
し
、
豫
備
的
試
驗
を
行
っ
た)

床
孔
を
框
よ
り
稍
大
に
掘
越
し
て
床
面
は
水
平
面
よ
り
、

ー
〇
梔
程
度
高
め
る
樣
に
し
た
。
又
釀
熱
物
を
踏
み
込
ん
だ
場
合
に
も
同
様
、
平
方
米 

當
り
三
〇
瓦
の
砒
酸
鉛
を
加
へ
た
上
、
約
五
極
の
厚
さ
に
被
土
し
て
全
懼
と
し
て
地
上
よ
り
ー
〇M
高
ま
る
様
に
し
た
。

褪
熱
物
と
し
こ
は
推
厩
肥
と
気
を
約
等-

M:
に
混
合
し
た
も
の
を
用
ひ
、
約
二
〇
糧
の
厚
さ
に
踏
込
ん
だ
。
尙
踏
込
の
際
に
は
水
を
加
へ
て
材
料
を 

手
に
握
り
水
が
浸
出
す
る
程
度
に
し
た
。
踏
込
の
固
さ
は
足
で
輕
く
踏
み
沈
下
し
な
い
程
度
と
し
た
。 

» 

床
土
は
圃
上
の
壤
土
を
用
ひ
、
窒
素
肥
料
と
し
て
平
方
米
當
り
、
油
槽
七
五
瓦
を
各
區
に
施
し
た
。
尙
こ
れ
を
比
較
す
る
た
め
に
は
比
較
區
を
設 

け
、
木
框
の
み
で
障
子
を
除
き
醸
熱
物
を
加
へ
す
從
來
の
養
苗
法
と
同
樣
處
恨
し
た
。
• 

發
芽
後
は
各
は
驗
區
共
三
斗
式
ボ
ル
ド
ー
液•

又
は
八
〇
〇
倍
の
ウ
ス
ブ
ル
ン
液
を
撒
布
し
て
病
害
の
豫
防
を
し
た
。
發
芽
出
揃
後
八
月
中
は
葭 

簣
を
被
覆
し
て
、
九
月
以
降
は
是
れ
を
除
去
し
て
越
冬
の
準
備
を
行
は
し
め
た
。

尙
此
の
間
二
、
三
の
環
境
因
子
に
關
し
て
試
驗
區
及
比
較
區
を
對
照
し
て
測
定
し
た
。 

• 

一
 

冷
床
の
も
の
は
六
月
二
日
播
種
し
十
月
十
八
日
調
査
し
た
。
溫
床
は
十
二
月
三
日
播
種
し
翌
十
四
年
に
夫
々
調
査
し
た
。■

21 

二
、
環

境

因

子

の
調
查 

ー
 

市
販
の
紙
テ
ン
ト
で
素
焼
鉢
を
被
攪
し
た
も
の
と
、
是
れ
が
比
較
鉢
內
で
六
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
迄
の
間
に
於
て
ー
ー
日
間
紙
面
蒸
發
計
を
用 

ひ
て
蒸
發
®:
を
比
較
し
て
見
た
の
に
第
丄
表
の
如
く
で
あ
る
。

表枷



以
上
の
様
に
紙
テ
ン
ト
で
被
覆
し
た
場
合
は
そ
の
蒸
發
毋
は
半
ば
に
達
し
な
い
狀
態
で
、
平
均
に
於
て
比
較
鉢
の
四
四
、七％

で
あ
る
。

こ
れ
は 

溫
床
紙
を
用
ひ
た
場
合
も
同
樣
と
考
へ
ら
れ
る
。

又
溫
床
枠
の
上
部
を
洩
冷
紗
を
以
て
被
覆
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
此
は
是
れ
程
甚
し
く
な
い
が
、
大
罷
第2
表
の
如
く
類
似
の
傾
向
が
窺
は
れ
る 

誉

气
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0
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又
ガ
ラ
ス
障
子
を
用
ひ
た
場
合
に
は
平
均
蒸
發
址
は
第3
表
の
如
く
、
平
均
地
溫
は
第4
表
の
如
く
で
あ
る
。
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英 

函

切
ち
地
溫
に
於
て
は

一
〇
純,

二
〇
靓
共
七
、
八
月
等
は
共
の
差
は
著
し
く
な
か
っ
た
が
、
九
、
十
月
等
に
於
て
は
地
溫
が
上

.#
し
て
る
。
創
ち

〇〇

釀
熱
物
を
用
ひ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
も
、
地
溫
を
永
く
溫
暧
に
保
持
し
て
生
長
期
間
を
延
長
せ
し
め
る
事
が
出
來
る
と
考
察
せ
ら
れ
る
。 

三
、
試

驗

成

績

(L)
紙
テ
ン
ト
に
よ
る
冷
床
養
苗
試
驗 

Z 

・

(a)
植
木
鉢
內
發
芽
得
苗
狀
況
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麻
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2 5 9 5 7 5

ド户 jo挡 to co 

03 t3 〇 CO 、〇 4 
〇〇 〇〇 〇 〇

素
燒
製
直
徑
八
寸
の
植
木
鉢
內
に
六
月
二
十
日
ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ッ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
種
子
各
五
〇〇

粒
宛
を
播
種
し
て
十
月
十
八
日
迄
養
成
し 

た
結
果
に
よ
る
と
、
發
芽
本
數
從
っ
て
發
芽
率
に
於
て
も
紙
テ
ン
ト
に
て
被
咨
し
た
も
の
は
、
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ッ
は
二
倍
又
は
以
上
の
發
生
を 

見,

ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
は
五
倍
以
上
に
達
し
て
る
。

發
芽
本
數
對
存
緻
率
は
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
を
除
い
て
は
比
較
區
の
方
稍
大
と
な
っ
て
る
が
、
こ
札
は
紙
テ
ン
ト
で
保
護
せ
ら
れ
て
る
場
合
は
發
芽
勢 

の
弱
少
な
も
の
ま
で
發
芽
し
、
或
程
度
生
育
し
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
は
れ
る
。

播
種
粒
數
對
得
苗
率
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ッ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
共
に
紙
テ
ン
ト
被
覆
區
が
大
で
あ
っ
て
、
殊
に
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
の
如
き
六
倍
に 

も
達
し
て
る
。

(b)
紙
テ
ン
ト
內
の
生
育
狀
況

第
六
表
に
示
し
た
如
く
ト
ド
マ
ツ
に
於
て
は
、
紙
テ
ン
ト
を
以
て
被
覆
し
た
も
の
は
比
較
區
の
植
木
鉢
內
の
も
の
に
比
し
て
、
幹
長
、
幹
徑
其
の
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1753 
；

1876

1068

1765

的6

〇 A

1 1
m苗
〇 ・

(2)
温
床
紙
に
よ
る
冷
床
養
苗
試
驗

(a)
發
芽
及
得
苗
狀
況

播
種
の
方
法
は
前
述
の
如
く 

一
般
の
方
法
に
準
據
し
て
、
平
方
米
當
ト
ド
マ
ツ
は
ー
、〇
〇
〇
粒
、

エ/

マ
ッ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
は
二
、〇
〇
〇
粒 

宛
播
種
し
、
床
は
上
床
と
し
、
溫
床
框
を
用
ひ
、
上
部
は
温
床
紙
を
用
ひ
て
被
覆
し
た
。

ト
ド
マ
ツ
に
あ
っ
て
は
溫
床
紙
使
用
の
冷
床
は
、
發
芽
率
六
六
・
九％

を
示
し
、
比
較
區
の
四
四•

六％

を
遙
に
凌
駕
し
、
消
失
率
を
減
少
し
て
得 

苗
率
は
前
者
四
七
・
五％

で
あ
る
が
、
後
者
は
三
〇•

二％

で
浙
者
は
極
め
て
成
績
佳
良
で
あ
っ
た
。.

同
樣
に
エ
・
ソ
マ
ッ
に
於
て
も
溫
床
紙
使
用
の
冷
床
は
發
芽
率
七
七•

二％

を
示
し
、
比
較M
六
四•

八％

、
消
失
率
前
者
五
五•

七％

、
後
者
六
一 

•

四％

、得
苗
率
は
前
者
三
四
。
三％
•

後
者
二
五％

で
あ
り
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
同
樣
の
傾
向
を
示
し
、
温
床
紙
使
用
の
冷
床
は
好
成
普
示
し
て
る
。 

卽
ち
ト
ド
マ
ツ
、

エ
・
ソ
マ
ッ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
共
に
溫
床
紙
使
用
の
冷
床
に
於
て
佳
良
で
あ
る.
の
を
知
る
が•

殊
に
ト
ド
マ
ツ
に
於
て
其
の
得
苗 

率
を
著
し
く
高
め
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
是
れ
に
つ
ぎ
、
エ
ゾ
マ
ッ
は
最
後
に
位
し
て
る
。
此
の
關
係
は
第7
表
の
如
く
で
あ
る
。
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他
生
、
乾.
重
城
も
大
で
あ
っ
た
。
殊
に
乾
燥
垂

ill
は
比
較
區
の
二
倍
に
達
し
て
る
。
又
側
根
の
發
達
も
著
し
く
佳
良
で
あ
っ
て
、T -R
率
も
生
重 

最
で
は
二•

九
一
で
あ
る
が
、
乾
燥
重
量
で
は
二
・
一
七
で
、
是
れ
を
比
較
區
の
四•

〇
七
及
三
・
一
九
に
比
す
る
と
佳
良
な
事
が
窺
は
れ
る
。
エ
ゾ
マ 

ッ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
も
同
様
の
關
係
が
見
ら
れ
る
が
、
側
根
の
發
達
は
紙
テ
ン
ト
區
に
於
て
不
良
で
あ
り
、
寧
ろ
上
髄
の
成
長
が
優
る
と
言
ふ
傾
向 

が
見
ら
れ
たq  
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(b)
、
溫
床
紙
使
用
冷
床
の
生
育
狀
況 

• 

ト
ド
マ
ツ
の
ー
植
生
期
間
養
成
し
た
結
果
で
は
第8
表
に
示
す
が
如
く
、
幹
長
、
幹
徑
、
主
根
長
共
溫
床
紙
使
用
冷
床
に
於
て
大
で
出
葉
數
も
平 

均
ー
五
・
九
枚
に
對
し
、

比
較
は
ー
〇•

枚
に
過
ぎ
な
い
。

又
生
重
量
は
前
者
は
〇
・
ー
二
九
七
瓦
、
後
者
は
〇
・
〇
四
六
二
瓦
で
乾
燥
重
量
は
〇 

・
〇
四
一
六
瓦
比
較
區
〇
・
〇
一
六
四
瓦
、
を
示
し
二
倍
半
以
上
の
差
を
生
じ
て
る
。

側
根
の
數
及
側
根
總
長
等
に
於
て
も
、

溫
床
紙
を
用
ひ
た
冷
床
は
極
め
こ
そ
の
發
達
が
佳
良
で
あ
る
の
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
從
っ
てT

・
R
率 

の
如
き
も
比
較
區
で
は
三
・
〇
以
上%

で
あ
る
が
、
溫
床
紙
を
用
ひ
た
方
は
二
・
〇
內
外
で
あ
る
。

エ

ゾ
マ
ッ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
に
於
て
も
ト
ド
マ
ツ
程
顯
著
で
は
な
い
が
、
同
樣
の
傾
向
か
窺
は
れ
、
幹
長
、
幹
徑
、
主
根
長
、
出
葉M
等
温
床
紙 

を
用
ひ
た
も
の
は
優
れ
て
ゐ
る
。
又
生
飛
量
及
乾
燥
币
ー
宛
等
は
約
二
倍
に
逹
し
て
居
り
、
側
根
總
長
及
總
數
等
も
温
床
紙
區
が
發
達
し
て
る
。
從
っ 

てT

・
R
率
は
比
較
區
が
就
れ
も
大
で
あ
る
。
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寒
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に
よ
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床
養
苗
試
驗

(a)
發
芽
及
得
苗
狀
況

播
種
は(2) 
(a)

と
同
樣
と
し
、
溫
床
框
を
闻
ひ
上
部
は
寒
冷
紗
を
用
ひ
て
被
覆
し
た
。

ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ
マ
ッ•

ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
共
に
發
芽
、
得
苗
は(2) 
(a)

と
同
樣
の
關
係
を.
示
し
、
寒
冷
紗
使
用
の
冷
床
は
比
較
區
に
比
し

て
隹
良
で
あ
っ
て
、
其
の
關
係
は
第9
表
に
示
す
が
如
く
相
類
似
し
て
る
の
を
認
め
た
。
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(b)
寒
冷
紗
使
用
冷
床
の
生
育
狀
況

ト
ド
マ
ツ

當
年
生
ト
ド
マ
ツ
に
あ
っ
て
は
寒
冷
紗
使
用
冷
床
は
幹
長
根
元
の
幹
徑
、
、任
根
長
い
生
重
量
、
乾
燥
重
蛍
等
比
較
區
に
對
比
し
て
佳
良
‘の
生
育

5: 

示
し
、T

・
R
率
は
生
、乾
兩
重:

ut
に
よ
る
も
の
も
冷
床
區
は
小
で
あ
っ
て
、
根
部
の
生
長
は
上
隨
よ
り
佳
良
で
あ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
こ
れ
は
側 

根
總
數
及
總
長
の
合
計
に
就
て
も
見
ら
れ
る
。
唯
出
葉
數
の
み
は
僅
に
少
な
か
っ
た
。

エ
ゾ
マ
ッ
に
あ
っ
て
は
冷
床
區
は
主
根
長
、
出
葉
數
、
生

a£
延 

乾
燥
垂

it
等
は
大
で
あ
っ
た
が
、
幹
長
及
根
元
の
幹
徑
等
は
僅
に
小•
な
る
を
示 

し
、
ト
ド
マ
ツ
程
顯
著
な
差
異
を
表
明
し
な
い
様
に
見
え
る
。
唯T

・
R
率
は
冷
床
區
は
生
乾
兩
重
量
に
よ
る
も
の
も
小
で
あ
っ
た
。外
部
形
體
的
に 

見
て
も
主
根
長
、
側
根
總
數
、
側
根
總
長
の
合
計
等
冷
床
區
に
佳
良
で
あ
っ
た
。

ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ
に
あ
っ
て
は
ト
ド
マ
ツ
と
同
樣
僅
か
な
が
ら
經
冷
紗
床
に
於
け
る
も
の
の
幹
長
、
幹
徑
、
主
根
長
等
大
でW

り
、
比
較
區
に
比
し 

て
成
長
佳
良
で
あ
り
、
出
葉
數
も
可
成
多
出
し
生
、幹
兩
重
地
も
增
大
し
て
る
。
又
側
根
總
數
及
側
根
總
長
の
合
計
等
も
、T

・
R
率
に
も
表
は
れ
て 

る
如
く
、
寒
冷
紗
使
用
冷
床
區
に
於
て
勝
っ
て
ゐ
る
。
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四
年
生
ト
ド
マ
ツ
及
エ
ゾ
マ
ツ
を
前
項
と
回
樣
に
寒
冷
紗
を
張
っ
た
冷
床
內
に
床
替
し
た
も
の
と
‘
普
通
に
床
替
し
た
も
の
と
を
比
較
し
て
見
る 

と
。
第

LL
表
に
示
し
た
如
く
ト
ド
マ
ツ
で
は,

幹
長
は
寒
冷
紗
使
用
冷
床
が
、
平
均
二
九•

二
三
粗
で
あ
っ
た
が
比
較
區
は
二
三
・四
五
極
で
、
幹
徑 

は
比
較
區
の
方
が
稍
大
で
あ
っ
た
。
主
根
長
及
分
枝
の
狀
態
は
比
較
區
が
佳
良
で
あ
っ
た
が
、
 

生
霊
は
前
者
が
大
で
、
 

側
根
の
狀
態
も
槪
し
て
前 

者
の
寒
冷
紗
使
用
の
冷
床
が
大
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
ト
ド
マ
ツ
は
大
競
に
於
て
床
替
苗
に
對
し
て
も
冷
床
に
於
て
佳
良
の
生
長
を
示
し
、
殊
に
根
部 

の
發
育
か
佳
良
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
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の
狀
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冷
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(4)
溫
床
養
苗
試
驗

(a)
發
芽
及
得
苗
狀
況

前
記
試
驗
方
法
に
記
し
た
如
く
、
釀
熱
物
と
し
て
推
肥
及
薬
を
用
ひ
て
溫
床
を
作
り
、
エ
ゾ
マ
ッ(

名
寄
產)

ア
カ
エ
ゾ
マ
ッ(

弟
子
屈
產)

は 

三
〇
瓦
、
ア
カ
ト
ド
マ
ツ(

富
良
野
産)

ア
ヲ
ト
ド
マ
ツ(

江
差
産)

を
六
〇
瓦
宛
播
種
し
て
比
較
區
を
設
け
、
他
は
ガ
ラ
ス
張
の
戶
を
以
て
覆
ひ 

昭
湘
十
三
年
十
二
月
三
日
に
播
称
を
完
了
し
た
。
發
芽
期
間
完
了
の
翌
年
七
月
三
日
迄
の
發
芽
狀
況
は
平
方
米
當
り
、
第

12
表
の
如
く
で
あ
る
。
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I

CV

葵

ト
ド
マ
ツ
は
溫
床
內
で
は
四
月
十
九
日
に
發
芽
を
開
始
し
、
四
月
二
十
一
日
に
は
一
」
二
三
本
の
發
芽
を
見
て
る
が
、
比
較
區
で
は
四
月
二
十
一
日 

に
發
芽
を
開
始
し
た
が
、
僅
に
一
本
で
普
通
播
種
の
方
法
で
は
、
發
芽
開
始
が
遲
れ
る
ば
か
り
か
其
の
出
揃
が
ー
齊
で
な
い
。
五
月
一
日
に
な
っ
て 

四
二
本
發
芽
を
見
て
る
。
從
っ
て
初
發
券
も
十
日
以
上
運
れ
て
る
。
普
通
春
播
は
秋
播
に
比
し
て
發
芽
開
始
と
出
揃
が

il
れ
る
の
で
あ
る
が
、
秋
播 

で
も
溫
床
內
で
あ
っ
て
は
著
し
く
促
進
さ
れ
る
。
且
つ
發
芽
本
數
も
二
倍
に
達
し
て
る
。
從
っ
て
共
の
後
の
生
育
得
苗
に
及
ぼ
す
影
響
も
又
大
な
り 

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
カ
ト
ド
マ
ツ
も
温
床
內
で
は
四
月
二
十
一
日
發
芽
を
開
始
し
て
る
が
、
比
較
區
內
で
は
五
月
二
日
で
あ
り
、
初
發
は
十
一
日
遅
延
し
、
最
盛
明 

も
從
っ
て

1E
い
ば
か
り
で
な
く
發
芽
數
も
少
く
な
っ
て
る
。

エ
ゾ
マ
ッ
に
於
て
も
同
樣
で
、
溫
床
で
は
發
芽
開
始
は
四
月
二
十
七
日
で
あ
る
が
、
普
通
播
種
で
は
五
月
十
一
日
で
あ
っ
て
二
週
間
は
避
れ
て
る 

初
發
芽
が
遅
れ
る
許
り
で
な
く
出
揃
も
不
齊
で
發
并
數
も
二
倍
以
上
の
差
を
生
じ
、
斷
然
溫
床
內
が
優
勢
を
示
し
て
る
。 

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
も
同
様
で
溫
床
內
で
は
四
月
三
十
日
に
初
發
芽
を
見
て
る
が
、,

比
較
區
で
は
五
月
八
日
で
五
月
十
一
日
の
調
査
で
二
五
本
ま
と
ま 

っ
て
生
じ
て
る
。
從
っ
て
十
日
前
後
の
巡
延
が
見
ら
れ
た
の
み
か
、
發
芽
の
出
揃
は
エ
ゾ
マ
ツ
同
樣
溫
床
內
で
は
一
齊
で
あ
る
が
、
普
通
に
播
種
し 

た
も
の
は
春
播
よ
り
稍
え
整
っ
て
る
が
問
題
で
な
く
、
發
芽
本
數
は
五
月
二
十,
一
日
の
耕
查
で
は
、
溫
床
內
ー
、
九
九
五
本
に
對
し
比
較
區
で
は
五 

ー
六
本
を
示
し
、
七
月
に
入
っ
て
ー
、
七
六
三
木
にW
し
九
七
八
本
で
、
得
苗
斐
も
溫
床
內
は
八
削
以
上
の
增
加
を
示
し
て
る
。
使
用
せ
る
ア
ヲ
ト
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H
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务

ホ̂

ド
マ
ッ
、
ア
カ
ト
ド
マ
ツ
の
平
均
一
瓦
の
蛻
數
ば
八
一
粒
で 

六
〇
瓦
四
、
八
六
〇
粒
で
あ
り
、
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ッ
は
ー
瓦
四 

六
二
粒
、
三〇

瓦
ニ
二
、
八
六
〇
粒
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
ー
瓦 

r

三
九
二
粒
、
三
〇
瓦
ー
ー
、
七
六
〇
粒
で
あ
っ
た
。
因
っ
て 

ン 

發
労
率
を
發
芽
最
盛
期
に
つ
き
算
定
す
る
に
第

13
表
の
如
く 

%
 

で
あ
っ
た
。

如 

渎
一3

炫 

函̂

溶
壕
洋
陆
年

%%X
%-

(b)
溫
床
內
の
生
育
狀
況 

ア
ヲ
ト
ド
マ
ツ
に
あ
っ
て
は
溫
床
內
に
生
育
し
た
も
の
は 

比
較
區
に
比
し
て
斡
長
は
卒
均
〇
、
五
二M
大
で
、
幹
徑
に

於
て
も
〇
、〇

 

一
五
極
大
で
あ
る
。
主
根
長
は

ー
、
四
五
翻
伸
長
し
、
溫
床
の
も
の
を
一
〇
〇
と
す
る
と
き
は
八
ー
で
あ
る
。
螢

數
も
溫
床
二K 

、
四
に
對
し
二
〇
‘
〇
枚,
で
あ
る
。
從
っ
て
生
重
量
に
於
須

〇
、
〇
六
五
六
瓦
重
く
、
又
乾
燥
器
は
〇
、
。

ニ
ニ
七
瓦
重
く
、
溫
床
養
成
の
も

の
を
ー
〇
〇
と
す
れ
ば
比
較
區
は
七
四
、
八
に
相
當
す
る
。
殊
に
そ
の
桀
の
重
重
に
於
て
生
、
乾
巫
址
共
差
が
甚
し
か
っ
た
。
側
根
は
總
長
の
合
計 

に
於
て- ' 

七
七
に
對
し
て
ー
、
〇
七
、
指
數
ー
〇
〇
に
對
し
て
六
〇
、
五
、
側
根
總
數
は
溫
床
一
四
三
、
二
に
對
し
て
比
較
區
は
六
一
、
七
に
過
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表
明
し
て
居
る
。
。

ぎ
な
い
。
卽
ち
指
數
は
溫
床
を
ー 0
0

と
し
て
四
三
、

ー
 

瑞 

で
あ
る
。
從
っ
て
最
も
差
異
の
顯
著
で
あ
っ
た
の
は
側
根 

の
總
敏
で
、
是
れ
に
次
ぐ
も
の
は
莱
の
重
量
の
差
で
あ
る 

%
 

執
れ
に
し
て
も
榮
茬
機
關
に
於
て
至
大
の
影
響
を
受
け
て 

/
タ 

る
事
が
知
ら
れ
る
。

ア
カ
ト
ド
マ
ツ
に
あ
っ
て
も
同
樣
な
傾
向
が
窺
は
れ
、
 

Kr8 

溫
床
內
に
生
育
し
た
も
の
は
比
較
區
に
比
し
て
、
斡
長
は 

缶 

平
均
〇
、
八
五
極
大
で(

指
數
八
一
 •

三)
斡
徑
に
於
て
は 

冃 

〇
・
〇
ー
〇
五W
大
で
あ
る
。(

指
數
九
〇)

主
根
長
は
ー 

•

〇
九
極
長
大
で
指
數
八
四•

七
、出
葉
數
は
二
四
・
六
に
對 

喩 

し
一
六
・四
で
あ
る
。
從
っ
て
生

3£
量
に
於
て
も
〇
・
〇
九 

一
七
瓦
匝
く
、
又
乾
燥®

址・は
〇
・
〇
ニ
ニ
ー
重
く
、指
數 

’刀 

前
者
五
二•

三
、
後
者
七
七
・
九
を
示
し
て
る
。
側
根
總
長 

は
指
數
五
九•

二
、
で
側
根
總
數
は
四
五
。二
を
示
し
て
る 

從
っ
て
本
種
に
於
て
も
側
根
總
數
が
最
も
顯
著
な
差
異
を

ク"

エ
ゾ
マ
ツ
に
あ
っ
て
は
、
溫
床
內
に
生
育
し
た
も
の
は
比
較
區
に
比
し
て
斡.
長
はT

ー
九
枫
大
で
、
斡
徑
に
於
て
も
〇
。〇〇

三
五
極
大
で 

あ
る
。
主
根
長
は
僅
か
に
〇
・
〇
三
梅
仲
長
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
 

出
葉
數
は
三
〇
・
三
枚
多
出
し
、
指
數
に
於
て
も
溫
床
の
ー
つ
〇
に
對
し
て
比 

較

In'.-
は
四
〇
・
六
に
過
ぎ
な
い<

生
重
普
溫
床
養
成
の
も
の
は
比
較
區
の
二
倍
以
上
に
達
し
、乾
燥
重-
!>!:
も
又
同
様
で
あ
る
。
殊
に
葉
の
器
は
生 

乾
而
重
共
、
溫
床

ー
〇
〇
と
す
る
と
き
は
、
比
較
區
は
僅
に
三
六
・
二
乃
至
三
大•

三
で
あ
っ
て
、
溫
床
養
成
の
成
績
の
甚
虎
佳
良
な
爭
が
知
ら
れ
る 

而
し
な
が
ら
側
根
數
及
總
長
は
ト
ド
マ
ツ
に
比
し
て
著
し
い
差
異
を
表
さ
な
か
っ
た
が
尙
溫
床
に
於
け
る
も
の
が
第

14
表
に
示
さ
れ
た
如
く
佳
良
で
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あ
っ
た
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

ア
カ
エ
・
ソ
マ
ッ
は
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ッ
程
著
し
く
な
い
が
同
校
に
、溫
床
逹
成©■

も
〇
・
が
お
ら
ゆ
る
貼
に
於
て
優
っ
て
居
た
。
斡
長
は
〇・
・
八
三
極
長
大 

で
、
幹
徑
も
〇•

〇
一
八
五
槻
大
で
あ
っ
た
。
主
根
長
は
ー
・
〇
六
粗
伸
長
し
、
出
葉
數
に
於
て
も
一
六•

四
枚
増
加
し
て
居
た
。從
っ
て
生
重
量
に
於 

て
は
〇
。〇

二
六
六
瓦
星
く 
・
溫
床
一
〇
〇
に
對
し
て
比
較
區
は
六
二
。四
に
過
ぎ
な
い
。
又
/!:
・重
量
中
政
も
差
異
の
顯
著
で
あ
っ
た
の
は
葉
重
で
あ 

る
〇
乾
燥
重

Ai:
に
於
て
は
溫
床
は
〇
・
〇
二
五
〇
瓦
、
比
較
區
は
〇
・
〇
一
五
五
瓦
で
、
溫
床
一
〇
〇
と

1.
た
場
合
に
比
較K
で
は
六
二
で
あ
る
。
側 

根
總
長
は
温
床
三
・
二
八
・
に
對
し
比
較
一
。二
九
で
、
指
數
を
見
る
と
ー
 

〇
〇
に
對
し
て
三
九•

三
で
あ
る
が
、
側
根
總
數
は
一
三
八
・
六
に
對
し
て
六 

九•

四
で
、
指
數
は
一
〇
〇
に
對
し
て
五
〇 
・
ー
で
あ
り
、
ト
ド
マ
ツ
に
は
及
ば
な
い
が
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ッ
よ
り
も
共
の
差
は
顯
著
で
あ
っ
て
、
是
れ
又 

葉
重
と
共
に
側
根
總
數
が
著
し
い
差
異
を
表
明
し
て
る
。

尙
是
等
諸
關
係
は
第

L4
表
を
參
照
せ
ら
れ
度
い
。

皀4

足
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溫
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五

圖
A
 

溫
床
内
ア
ヲ
ト
ド
マ
ツ
ー
齋
努
芽
の
狀
況 

B

 

同 

ア
カ
ト
ド
マ
ツ
ー
齋
狡
芽
の
狀
況 

第
六
・
圓 

ア
ヲ
ト
ド
マ
ツ
稚
苗
の
生
育
狀
況

A

 

溫
床
養
苗H

B

比
較
養
苗
區

(4) 

故
に
種
子
は
採
集
せ
る
秋
期
に,

温
床
內
に
播
種
し
て
養
成
す
る
と
き
は
、
得

TF'f-
率
を
益
加
し
成
長
を
促
進
せ
し
む
る
こ
と
を
得

良

歯 

を
山
出
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

(5) 

溫
床
框
使
用
冷
床
に
於
て
一
般
養
成
の
も
の
に
比
し
、
發
芽
街
苗
を
著
し
く
増
加
す
る
が
此
の
場
合
溫
床
紙
を
用,
ひ
た
も
の
も
、
寒
冷
紗 

を
用
ひ
た
も
の
も
、
共
の
効
果
は
略
々
同
樣
で
あ
る
。
只
寒
冷
紗
を
用
ふ
る
場
合
は
高
價
と
な
り,

溫
床
紙
の
場
合
は
低
旋
に
行
は
れ
る
が
時 

«

張
換
を
要
す
る
。

(6) 

種
子
生
產
の
少
き
年
度
等
に
於
て
極
め
て
集
約
に
街
苗
を
期
待
す
る
と
き
、 

又
高
價
な
亜
子
に
對
し
て
本
法
を
應
用
す
る
事
は
極
め
て
必 

要
で
あ
る
。

(7) 

夏
季
は
被
覆
す
る
を
要
せ
す
、

一
般
と
同
樣
に
養
成
ず
る
。
も
し
引
續
き
ガ
ラ
ス
等
で
被
覆
す
る
と
き
は
、
圃
床
の
乾
燥
に
注
意
し
時
 々

灌
水
を
要
す
。

(8) 

以
上
要
す
る
に.
低
溫
期
間
は
太
陽
熱
を
滿
度
に
利
用
し
て
、
植
生
期

nil.
の
延
長
を
計
る
べ
き
で
あ
る
。(

一
四
、

ニ
ー
、
五)

第
三
圖

la
床
紙
に
よ
る
冷
床
養
苗
の
狀
況

第

四

圖

温
床
養
苗
試
験 

五
月
十
五
日
の
狀
況
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四

總 

括 

•

(L)
溫
床
框
を
用
ひ
冷
床
に
て
養
苗
し
温
床
紙
、
农
冷
紗
等
を
用
び
た
揚
合
は
、
執
れ
も
蒸
發
-!

it
を
減
じ
地
溫
、
氣
溫
を
高
め
る
。

(2) 

冷
床
は
春
播
の
蜴
合
で
も
發
芽
及
肖
苗
を
増
加
し
、
成
長
を
佳
良
な
ら
し
め
る
。

(3) 

釀
熱
物
を
用
ひ
た
揚
合
も
同
様
で
あ
る
が,

日
中
で
發
芽
を
促
す
た
め
、
發
芽
期
間
を
短
縮
し
て
一
齊
に
發
芽
を
開
始
し
、
且
つ
成
長
は 

著
し
く
佳
良
な
ら
し
む
る
。
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